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が登録されており、出荷実績のある人数は１４９人とのことでした。

道の駅「常陸大宮」の出荷量が増えた分だけ、市内農産物直売所の売り上げが減ったの

ては困りますと金子議員は、市内３ヵ所の直売所の昨年度の４月と今年度の４月の比較を

質問しました。

「大宮グリーンハウス」の売り上げは約６００万円で昨年４月度比９７．８％、道の駅「みわ」が

約７６０万円で９６．８％、「かざぐるま」が４１０万円で９５．２％と答えました。

金子議員は、市内産農産物の生産拡大、また、特産品認証制度、洋野菜や６次産業化

商品のエゴマ油等の生産拡大に市としてどのように取り組んできたのか、今後どのように振

興していくのか質問しました。

最後に、道の駅「常陸大宮」を運営している「元気な街づくり格式会社」の運営方針につい

て、「道の駅」基本計画で、農産物直売施設では「農産物については地元産及び隣接地域

の野菜などの直売を基本とします」とあることを取り上げ、社長である市長に確認をし、しっ

かり守っていただきたいと強く要請しました。

小林きょう子候補、市内各地で気迫の訴え

日本共産党の小林きょう子選挙区候補は６月２９日、市内各地を遊説。茨城県市民連合

共同代表の益子絹枝さんも応援の訴えをしました。

市内産農産物の販売状況を質問

日本共産党の金子卓議員は６月議会の一般質問で、道の駅「常陸大宮」がオープンして

２ヵ月が過ぎた現在の市内農産物の販売状況を質問しました。

「オープンから５月末日までの総売り上げは約２億１４００万円でそのうち農産物（含む加工

品）の売り上げは約７４００万円。市内農産物の売り上げ（出荷部会）は約４０００万円で農産

物売り上げの５４％となっています」と答えました。また、出荷部会員は５月末現在で１９７人

６月２３日付「茨城新聞」

「北斗星」前

「緒川総合支所」前「かわねや大宮店」前で小林候補の訴えを聞く支援者

「かわねや大宮店」前。

右から益子絹枝市民連合共同代表、小林きょう子候補、金子卓議員。


